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1. 調査団員・氏名 

  



現地調査 1-1：2016年1月10日～同年2月6日(28日間)

担当 ⽒名 所属

団⻑ 菊地太郎
独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構 ⼈間開発部
保健第⼆グループ 保健第四チーム課⻑

協⼒企画 橋⽖亜希
独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構 ⼈間開発部
保健第⼆グループ 保健第四チームジュニア専⾨員

技術参与 ⼤原佳央⾥ 国⽴研究開発法⼈国⽴国際医療研究センター
総括/建築計画 望⽉裕明 株式会社⼭下設計
副総括/建築計画 ⿊⽥信吾 株式会社⼭下設計
建築設計①-a/⾃然条件調査 ⻄川浩平 株式会社⼭下設計
建築設計①-b ⻑岡嶺男 株式会社⼭下設計
建築設計② 沈斐佳 株式会社⼭下設計
構造設計① レイ・ナイン 株式会社⼭下設計
構造設計② ウイン・ミン・ウー 株式会社⼭下設計
設備計画/設備設計(機械設備)② ⻲⽥訓和 株式会社⼭下設計
設備計画/設備設計(電気設備)① アグリフォグリオ・アントニー 株式会社⼭下設計
施⼯計画/積算① 横⼭元晴 株式会社⼭下設計
機材計画/維持管理計画 浅沼靖⼦ ビンコーインターナショナル株式会社
調達計画/積算 萱野直樹 ビンコーインターナショナル株式会社
保健医療事情 興津暁⼦ ビンコーインターナショナル株式会社

現地調査 1-2：2016年2月22日～同年2月27日(6日間)

担当 ⽒名 所属

協⼒企画 橋⽖亜希
独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構 ⼈間開発部
保健第⼆グループ 保健第四チームジュニア専⾨員

技術参与 ⼤原佳央⾥ 国⽴研究開発法⼈国⽴国際医療研究センター
総括/建築計画 望⽉裕明 株式会社⼭下設計
建築設計①-a/⾃然条件調査 ⻄川浩平 株式会社⼭下設計
機材計画/維持管理計画 浅沼靖⼦ ビンコーインターナショナル株式会社

現地調査 2：2016年2月21日～同年3月19日(28日間)

担当 ⽒名 所属
総括/建築計画 望⽉裕明 株式会社⼭下設計
副総括/建築計画 ⿊⽥信吾 株式会社⼭下設計
建築設計①-a/⾃然条件調査 ⻄川浩平 株式会社⼭下設計
建築設計①-b ⻑岡嶺男 株式会社⼭下設計
建築設計② 沈斐佳 株式会社⼭下設計
構造設計① レイ・ナイン 株式会社⼭下設計
構造設計② ウイン・ミン・ウー 株式会社⼭下設計
設備計画/設備設計(機械設備)① 杉⼭彰⼀ 株式会社⼭下設計
設備計画/設備設計(電気設備)① アグリフォグリオ・アントニー 株式会社⼭下設計
設備計画/設備設計(電気設備)② ⽐連崎⽂彦 株式会社⼭下設計
施⼯計画/積算① 横⼭元晴 株式会社⼭下設計
施⼯計画/積算② ⼩林由佳 株式会社⼭下設計
機材計画/維持管理計画 浅沼靖⼦ ビンコーインターナショナル株式会社
調達計画/積算 萱野直樹 ビンコーインターナショナル株式会社
保健医療事情 興津暁⼦ ビンコーインターナショナル株式会社



概略設計ドラフト説明（マグウェイ総合病院）：2016年8月27日～同年9月3日(8日間)

担当 ⽒名 所属

団⻑ 渡部晃三
独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構 ⼈間開発部次⻑
保健第⼆グループ⻑

協⼒企画 橋⽖亜希
独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構 ⼈間開発部
保健第⼆グループ 保健第四チームジュニア専⾨員

総括/建築計画 望⽉裕明 株式会社⼭下設計
副総括/建築計画 ⿊⽥信吾 株式会社⼭下設計
機材計画/維持管理計画 浅沼靖⼦ ビンコーインターナショナル株式会社
構造設計② ウイン・ミン・ウー 株式会社⼭下設計



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 調査行程 

 

  



現地調査 1-1：2016年1月10日～同年2月6日(28日間)

総括/
建築計画

副総括/
建築計画

建築設計①-a/
⾃然条件調査

建築設計
①-b

建築設計
②

構造設計
①

構造設計
②

設備計画/
設備設計

(機械設備)
②

設備計画/
設備設計

(電気設備)
①

施⼯計画/
積算①

機材計画/
維持管理

計画

調達計画/
積算

保健医療
事情

望⽉裕明 ⿊⽥信吾 ⻄川浩平 ⻑岡嶺男 沈斐佳 レイ・ナイン
ウイン
・ミン
・ウー

⻲⽥訓和
アグリフォグリ

オ
・アントニー

横⼭元晴 浅沼靖⼦ 萱野直樹 興津暁⼦

1 1/10 ⽇
東京→

ヤンゴン
東京→

ヤンゴン
バガン→
ヤンゴン

2 1/11 ⽉
→ネピドー
保健省協議

→ネピドー
保健省協議

→ダウェイ
地域保健局表
敬、DGH表
敬・調査
・協議

→ダウェイ
地域保健局
表敬、DGH
表敬・調
査・協議

→ネピドー
保健省協議

→マグ
ウェイ

MgGH表
敬・調

査・協議

→ネピドー
保健省協議

→マグ
ウェイ

MgGH表
敬・調査・

協議

→ネピドー
保健省協議

3 1/12 ⽕
ネピドー

協議
→ヤンゴン

→マグ
ウェイ

MgGH調
査・協議

DGH調査
・協議

DGH調査・
協議

→マグ
ウェイ

MgGH調
査・協議

MgGH調
査・協

議、現地
業者聞取
り調査

→マグ
ウェイ

MgGH調
査・協議

MgGH調
査・協議

→マグ
ウェイ

MgGH調
査・協議

4 1/13 ⽔
→マグ
ウェイ

MgGH調
査・協議、
現地業者聞
取り調査

DGH調査・協
議、現地業者
聞取り調査

DGH調査・
協議、現地
業者聞取り

調査

MgGH調
査・協議、
現地業者聞
取り調査

MgGH調
査・協

議、現地
業者聞取
り調査

5 1/14 ⽊
DGH調査・協
議、関係省庁

調査

DGH調査・
協議、関係
省庁調査

マグウェイ
調査

MgGH調
査・協

議、関係
省庁調査

マグウェイ
調査

MgGH調
査・協議

マグウェイ
調査

6 1/15 ⾦
DGH調査・協
議、関係省庁

調査

DGH調査・
協議、関係
省庁調査

マグウェイ
協議

MgGH調
査・協

議、関係
省庁調査

マグウェイ
協議

MgGH調
査・協議

マグウェイ
協議

7 1/16 ⼟ DGH調査 DGH調査 →ヤンゴン
MgGH
調査

8 1/17 ⽇
東京→

ヤンゴン
団内協議
資料整理

団内協議
資料整理

→ダウェイ
団内協議
資料整理

9 1/18 ⽉
DGH調査・協
議、施設計画

DGH調査・
協議、施設

計画

ダウェイ
調査

MgGH調
査・協議

10 1/19 ⽕
DGH調査・協
議、施設計画

DGH調査・
協議

ダウェイ調査、
既存インフラ調
査、既存施設

調査

MgGH調
査・協議

ダウェイ
協議

→ヤンゴン

DGH調査・
協議

ダウェイ
協議

11 1/20 ⽔
DGH調査・協
議、施設計画

DGH調査・
協議

DGH調
査・協議

MgGH調
査・協議

→ネピドー
保健省ミ

ニッツ協議

DGH調査・
協議

DGH調
査・協議

12 1/21 ⽊
DGH調査・協
議、施設計画

DGH調査・
協議

MgGH調
査・協議

保健省ミ
ニッツ調印
→ヤンゴン

DGH調査・
協議

→ヤンゴン

DGH調
査・協議

13 1/22 ⾦
DGH調査・協
議、施設計画

→ヤンゴン
→

MgGH調
査・協議、
施設計画

DGH調査・
協議

MgGH調
査・協議

団内協議、
⼤使館報告

代理店調査
ヤンゴン→

DGH調
査・協議

14 1/23 ⼟ 東京着
→ダウェイ
DGH調査

→マグ
ウェイ

MgGH調査
DGH調査 東京着 MgGH調査 DGH調査

MgGH
調査

→ダウェイ
DGH調査

東京着 DGH調査

15 1/24 ⽇
団内協議
資料整理

団内協議
資料整理

団内協議
資料整理

団内協議
資料整理

ヤンゴン→
マグウェイ

団内協議
資料整理

団内協議
資料整理

団内協議
資料整理

16 1/25 ⽉
DGH調査・
協議、施設

計画

MgGH調
査・協議、
施設計画

DGH調査・協
議、施設計画

MgGH調
査・協議、
施設計画

MgGH調
査・協議

MgGH調
査・協議

DGH調査・
協議

DGH調
査・協議

17 1/26 ⽕
DGH調査・
協議、施設

計画

MgGH調
査・協議、
施設計画

DGH調査・協
議、施設計画

MgGH調
査・協議、
施設計画

MgGH調
査・協議

MgGH調
査・協議

DGH調査・
協議

DGH調
査・協議

18 1/27 ⽔
DGH協議

→ヤンゴン
MgGH協議
→ネピドー

DGH協議
→ヤンゴン

MgGH協議
→ネピドー

MgGH調
査・協議

DGH協議
→ヤンゴン

MgGH調
査・協議

DGH協議
→ヤンゴン

DGH協議
→ヤンゴン

19 1/28 ⽊

→ネピドー
保健省テク

ニカル
ノート

保健省テク
ニカル
ノート

→ネピドー
保健省テクニ
カルノート

保健省テク
ニカル
ノート

MgGH調
査・協議

→ネピドー
保健省テク

ニカル
ノート

MgGH調
査

→ヤン
ゴン

→ネピドー
保健省テク

ニカル
ノート

→ネピドー
保健省テク

ニカル
ノート

官団員

東京→
ヤンゴン

東京→
ヤンゴン

→マグウェイ
MgGH表敬・調査・協議

→ダウェイ
RHD表敬、DGH表敬、既存

施設調査

MgGH調査・協議
ダウェイ調査、

既存インフラ調査、
現地業者聞取り調査

MgGH調査・協議、現地
業者聞取り調査

ダウェイ調査、既存インフラ
調査、既存施設調査、関係省

庁調査

マグウェイ調査
MgGH調査・協議、関係

省庁調査

ダウェイ調査、既存インフラ
調査、既存施設調査、関係省

庁調査

→ダウェイ

ダウェイ調査
MgGH調査・協議、施設

計画
ダウェイ調査、既存インフラ

調査、既存施設調査

マグウェイ協議
ダウェイ調査、既存インフラ
調査、既存施設調査、関係省

庁調査

→ヤンゴン MgGH調査 ダウェイ調査 →ヤンゴン

MgGH調査・協議、

DGH調査・協議

→ダウェイ 団内協議、資料整理 団内協議、資料整理

ダウェイ協議
→ヤンゴン

MgGH調査・協議、施設
計画

→ネピドー
保健省ミニッツ協議

MgGH調査・協議、施設
計画

ダウェイ調査、既存インフラ
調査、既存施設調査

ダウェイ協議

MgGH調査・協議

ダウェイ調査

DGH調査・協議

DGH調査・協議

DGH調査・協議

団内協議、⼤使館報告
ヤンゴン→

DGH調査・協議

DGH調査・協議

団内協議、資料整理

DGH調査・協議

保健省ミニッツ調印
→ヤンゴン

MgGH調査・協議、施設
計画



総括/
建築計画

副総括/
建築計画

建築設計①-a/
⾃然条件調査

建築設計
①-b

建築設計
②

構造設計
①

構造設計
②

設備計画/
設備設計

(機械設備)
②

設備計画/
設備設計

(電気設備)
①

施⼯計画/
積算①

機材計画/
維持管理

計画

調達計画/
積算

保健医療
事情

望⽉裕明 ⿊⽥信吾 ⻄川浩平 ⻑岡嶺男 沈斐佳 レイ・ナイン
ウイン
・ミン
・ウー

⻲⽥訓和
アグリフォグリ

オ
・アントニー

横⼭元晴 浅沼靖⼦ 萱野直樹 興津暁⼦

官団員

20 1/29 ⾦

→ヤンゴン
ヤンゴン

調査
ヤンゴン→

MgGH調
査・協議

→ヤンゴン
ヤンゴン

調査

ヤンゴン
調査

→ヤンゴン
ヤンゴン

調査
ヤンゴン→

→ヤンゴン
ヤンゴン

調査
ヤンゴン→

21 1/30 ⼟ 東京着
MgGH調査
→ヤンゴン

ヤンゴン調
査

ヤンゴン
調査

東京着 東京着

22 1/31 ⽇ →ダウェイ 資料整理 資料整理

23 2/1 ⽉
DGH調査・

協議

ヤンゴン
調査

ヤンゴン
→

24 2/2 ⽕
DGH調査・

協議
東京着

25 2/3 ⽔
DGH調査・

協議

26 2/4 ⽊
DGH調査・

協議

27 2/5 ⾦
DGH調査

→ヤンゴン

28 2/6 ⼟ →バガン

現地調査 1-2：2016年2月22日～同年2月27日(6日間)

総括/
建築計画

建築設計①
-a/⾃然条

件調査

機材計画/維持
管理計画

望⽉裕明 ⻄川浩平 浅沼靖⼦

1 2/22 ⽉

2 2/23 ⽕

3 2/24 ⽔

4 2/25 ⽊

5 2/26 ⾦

6 2/27 ⼟ 東京

東京→バンコク

TICA 協議、カンチャナブリ県パホル病院協議

団内協議
→ ネピドー

保健省協議

団内協議
→バンコク→

→ヤンゴン
ヤンゴン調査
→バンコク→

官団員

東京着 東京着

→ヤンゴン
ヤンゴン調査
ヤンゴン→

DGH調査
→ヤンゴン→



現地調査 2：2016年2月21日～同年3月19日(28日間)

総括/
建築計画

副総括/
建築計画

建築設計①-a/
⾃然条件調査

建築設計
①-b

建築設計
②

構造設計
①

構造設計
②

設備計画/
設備設計

(機械設備)
①

設備計画/
設備設計

(電気設備)
①

設備計画/
設備設計

(電気設備)
②

施⼯計画/
積算①

施⼯計画/
積算②

機材計画/
維持管理

計画

調達計画/
積算

保健医療
事情

望⽉裕明 ⿊⽥信吾 ⻄川浩平 ⻑岡嶺男 沈斐佳
レイ

・ナイン

ウイン
・ミン
・ウー

杉⼭彰⼀
アグリフォグリオ

・アントニー
⽐連崎⽂彦 横⼭元晴 ⼩林由佳 浅沼靖⼦ 萱野直樹 興津暁⼦

1 2/21 ⽇
東京→

ヤンゴン

2 2/22 ⽉

→マグ
ウェイ
MgGH
協議

→マグ
ウェイ

MgGH協議

3 2/23 ⽕
MgGH調
査・協議

4 2/24 ⽔
MgGH調
査・協議

MgGH調
査・協議

5 2/25 ⽊
MgGH調
査・協議

MgGH調
査・協議

6 2/26 ⾦
MgGH調
査・協議

MgGH調
査・協議

7 2/27 ⼟ MgGH調査 MgGH調査

8 2/28 ⽇
東京 →ヤ
ンゴン

東京 →ヤン
ゴン

団内協議
資料整理

団内協議
資料整理

福岡 →ヤ
ンゴン

9 2/29 ⽉
東京→

ヤンゴン

→マグ
ウェイ

MgGH調
査・協議

MgGH調
査・協議

MgGH調
査・協議

→マグ
ウェイ

MgGH調
査・協議

10 3/1 ⽕

ヤンゴン
調査

→マグ
ウェイ

MgGH調
査・協議

MgGH調
査・協議

11 3/2 ⽔
MgGH調
査・協議

MgGH調
査・協議

⾃然条件調
査位置確認

12 3/3 ⽊

MgGH調
査・協

議、官庁
協議

→ヤン
ゴン

MgGH調
査・協議、
関係省庁聞
取り調査

⾃然条件調
査位置確認

13 3/4 ⾦
MgGH調
査・協議

ヤンゴン
調査

ヤンゴン
→

MgGH調
査・協議

MgGH調査
敷地内イン
フラ、建物
内調査

MgGH調査
敷地内イン
フラ、建物

内調査

MgGH調
査・協議

14 3/5 ⼟
MgGH
調査

東京
MgGH
調査

MgGH調査 MgGH調査 MgGH調査
MgGH調査
→ヤンゴン

MgGH
調査

15 3/6 ⽇
東京→

ヤンゴン
団内協議
資料整理

東京→
ヤンゴン

団内協議
資料整理

MgGH調査
→ヤンゴン

MgGH
調査

→ヤン
ゴン

MgGH調査
→ヤンゴン

東京→
ヤンゴン

MgGH調査
→ヤンゴン

団内協議
資料整理

東京→
ヤンゴン

→ダウェイ
DGH 調査

MgGH
調査

→ヤン
ゴン

16 3/7 ⽉

→ダウ
ェイ

DGH 調
査・協議

MgGH調
査・協

議、施設
計画

→ダウェイ
DGH 調査

・協議

MgGH調
査・協

議、施設
計画

MgGH調
査・協議、
施設計画

→マグ
ウェイ

MgGH調
査・協議

DGH調査・
協議

→ダウ
ェイ

DGH調
査・協議

17 3/8 ⽕
DGH 調
査・協議

MgGH調
査・協

議、施設
計画

DGH 調査
・協議

MgGH調
査・協

議、施設
計画

DGH調
査・協議、
揚⽔試験

開始

DGH調
査・協

議、看護
学校協議

MgGH調
査・協議、
施設計画

MgGH調
査・協議

DGH調査・
協議

→ヤンゴン

DGH調
査・協

議、看護
学校協議

18 3/9 ⽔

DGH 調
査・協

議、関係
省庁聞取
り調査

MgGH調
査・協

議、施設
計画

DGH 調査・協
議、関係省庁
聞取り調査

MgGH調
査・協

議、施設
計画

DGH調
査・協議、
関係省庁聞
取り調査

DGH調
査・協議

MgGH調
査・協議、
施設計画

MgGH調
査・協議

現地代理店
調査

DGH調
査・協議

19 3/10 ⽊

DGH 調
査・協

議、施設
計画

MgGH調
査・協

議、施設
計画

DGH 調査・協
議、施設計画

施設計画
→ヤン
ゴン

DGH調
査・協議、
関係省庁聞
取り調査

DGH調
査・協議

MgGH調
査・協議、
施設計画

MgGH調
査・協議

現地代理店
調査

CMSD協議

DGH調
査・協議
→ヤン
ゴン

MgGH調査・協議

MgGH調査・協議、関係省庁聞取り調査

東京 →ヤンゴン

→マグウェイ
MgGH協議

MgGH調査・協議
現地施⼯業者聞き取り調査

MgGH調査・協議MgGH調査・協議

東京→
ヤンゴン

→マグウェイ
MgGH協議

MgGH調査・協議

→マグウェイ
MgGH調査・協議

MgGH調査・協議

MgGH調査・協議

MgGH調査・協議

MgGH調査・協議

MgGH調査・協議

MgGH調査・協議

MgGH調査・協議

MgGH調査

団内協議
資料整理

MgGH調査・協議

→ダウェイ
DGH調査・協議

DGH調査・協議

DGH調査・協議、官庁協議

DGH調査・協議、官庁協議

MgGH調査



総括/
建築計画

副総括/
建築計画

建築設計①-a/
⾃然条件調査

建築設計
①-b

建築設計
②

構造設計
①

構造設計
②

設備計画/
設備設計

(機械設備)
①

設備計画/
設備設計

(電気設備)
①

設備計画/
設備設計

(電気設備)
②

施⼯計画/
積算①

施⼯計画/
積算②

機材計画/
維持管理

計画

調達計画/
積算

保健医療
事情

望⽉裕明 ⿊⽥信吾 ⻄川浩平 ⻑岡嶺男 沈斐佳
レイ

・ナイン

ウイン
・ミン
・ウー

杉⼭彰⼀
アグリフォグリオ

・アントニー
⽐連崎⽂彦 横⼭元晴 ⼩林由佳 浅沼靖⼦ 萱野直樹 興津暁⼦

20 3/11 ⾦

DGH 調
査・協

議、施設
計画

MgGH調
査・協

議、施設
計画

DGH 調査・協
議、施設計画

ヤンゴン
調査

→東京

DGH調
査・協議

DGH調
査・協議

MgGH調
査・協議、
施設計画

MgGH調
査・協議

現地代理店
調査

ヤンゴン→

ヤンゴン
調査

ヤンゴン
→

21 3/12 ⼟
DGH 調
査、施設

計画

MgGH調
査、施設

計画

DGH 調査、施
設計画

東京
DGH調査

→ヤンゴン
DGH調査

MgGH調
査、施設

計画

MgGH調
査・協議

→ヤンゴン
東京 福岡

22 3/13 ⽇

団内協議
資料整

理、施設
計画

団内協議
資料整

理、施設
計画

団内協議
資料整理、施

設計画
→バガン DGH調査

団内協議
資料整理、
施設計画

→ダウェイ
DGH調査

23 3/14 ⽉

DGH 調
査・協

議、施設
計画

MgGH調
査・協

議、施設
計画

DGH 調査・協
議、施設計画

DGH 調
査・協議

→ヤンゴン
DGH 調
査・協議

24 3/15 ⽕

DGH 調
査・協議
→ヤン
ゴン

MgGH
協議

→ネピ
ドー

DGH 調査
・協議

→ヤンゴン

DGH 調
査・協議
→ヤン
ゴン

ヤンゴン
調査

ヤンゴン→

DGH 調
査・協議

→ヤンゴン

25 3/16 ⽔

→ネピ
ドー

保健省テ
クニカル
ノート

保健省テ
クニカル
ノート

→ネピドー
保健省テクニ
カルノート

→ネピ
ドー

保健省テ
クニカル
ノート

東京

→ネピドー
保健省テク

ニカル
ノート

26 3/17 ⽊
団内協議
資料整理

団内協議
資料整理

27 3/18 ⾦
→ヤン
ゴン

→ヤンゴン
JICA報告
類似施設

視察
ヤンゴン→

28 3/19 ⼟ 東京

概略設計ドラフト説明：2016年8月27日～同年9月3日(8日間)

官団員
総括/

建築計画
副総括/
建築計画

機材計画/
維持管理

計画

構造設計
②

望⽉裕明 ⿊⽥信吾 浅沼靖⼦
ウイン
・ミン
・ウー

1 8/27 ⼟
東京→

ヤンゴン
団内協議

団内協議
東京→

ヤンゴン
団内協議

2 8/28 ⽇
東京→

ヤンゴン

3 8/29 ⽉
ヤンゴン

協議

4 8/30 ⽕
ヤンゴン

協議

5 8/31 ⽔

6 9/1 ⽊

7 9/2 ⾦

8 9/3 ⼟

東京

団内協議
資料整理

→ヤンゴン
JICA報告、類似施設視察

ヤンゴン→

東京

DGH調査
→ヤンゴン→

→マグウェイ

MgGH協議

MgGH協議
→ネピドー

団内協議

保健省ミニッツ協議
→ヤンゴン

団内協議、⼤使館報告
ヤンゴン→

東京



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.  関係者（面会者）リスト 

 

  



関係者（面談者）リスト

⽒  名 職  位
保健スポーツ省 医療サービス局 Dr.Myint Han 局⻑

Dr.Thida Kyu 副局⻑
Dr.Aung Win 副局⻑
Dr.Hlay Surp 副局⻑
Dr. Moe Khaing 部⻑
Dr.Than Naing Htut 部⻑補佐
Dr. Phet Mon Than 医療事務員

マグウェイ総合病院 Dr. U Paw Htun 院⻑
Dr. Zin Minn Phway 院⻑補佐

産婦⼈科 Dr. Saw Kler Ku 教授
Dr. Kyi Kyi Sein 准教授
Dr. Myo Mo Mo 准教授

⼩児科 Dr. Yi Yi Khin 教授
Dr. Tin Moe Phyu 准教授
Dr. Cho Cho Win シニアコンサルタント
Dr. Ye Kyaw Pnu 講師
Dr. Pyo Thartor Htay 准講師
Dr. Htet Tun Lwin ⼀般医

放射線科 Dr. Than Than New シニアコンサルタント
外科 Dr. Moe Moe Tin 教授

Dr. Khaing Khaing Soe 准教授
Dr. Min Thet 准講師
Dr. Aye Man 上級医
Dr. Thida Myint ⼤学院⽣

整形外科 Dr. Son Hlaing 教授
Dr. Soe Win 准教授
Dr. Zayar Htun ⼤学院⽣
Dr. Thant Tin Hun ⼀般医

眼科 Daw Khin Laymun 看護師
リハビリ部⾨ Daw Ni Lar Oo 事務員
精神科 Dr. Myo Kyaw Thu 上級医

Daw Man Sye シスター
救急外来 Dr. Aung Myint Than ⼀般医

Dr. Mye Peint Phyu ⼀般医
⼿術＆ICU Dr. Nai Nai Aung シニアコンサルタント

Dr. Hla Htuy Myint 上級医
Sr. Ae Ae Kyaw ⼀般医

管理部⾨ U Chit Tin 電気技師
U Ye Tint ⽔道技師
U Myat Kyaw 衛⽣管理

農業灌漑省 U Paing Paw Tun 部⻑補佐
U Aung Myint Oo 調査員
Electric Power Dept
U Kyaw Myint Sein 郡区技師

マグウェイ消防局 U Aung Win Sein 副局⻑
U Naing Win Tun

所  属

農業⽤地管理及び
統計部⾨



⽒  名 職  位所  属
マグウェイ郡区開発委員会 U Htin Aung 副委員⻑

U Sein Than Ngwe 上級技師
U Min Min Than 技術補佐

電⼒会社（マグウェイ） U Aye Win 地域部⻑、統括技師
U Htwa Nyunt 地区部⻑、上級技師
U Kyaw Myint Sein 郡区技師

マグウェイ気象台 U Lwin Oo Maung 所⻑



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 討議議事録（Ｍ／Ｄ） 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 現地調査 1-1 

  

































 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 概略設計ドラフト説明 

  































































 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. ソフトコンポーネント計画書 

  



1 
 

ソフトコンポーネント計画書 
 
1. ソフトコンポーネントを計画する背景 
1-1 本計画の目的 

2014 年度から全国に導入された「公的医療施設で提供される保健医療サービス無料化」

の影響から、2013 年の 73.6 名/日に比べ平均外来患者数は 2015 年は 146.4 名/日と約 2 倍、

平均入院患者数も 54 名/日から 78.4 名/日と同期間に 1.45 倍に増加している1。このため、

特に分娩受入数の増加に伴い、産科病棟の病床数が不足、病院全体の病床稼働率も 2015 年

は 150％以上となっている。また、手術件数についても増加の一途を辿っており、2013 年

の 4,035 件に比べ 2015 年度は 5,485 件と約 1.36 倍2となっている。 
本計画では、ミャンマー国側により建設された「手術・画像診断棟」を活用した病院整

備基本構想の下、救急部門、手術部門、ICU(Intensive Care Unit:集中治療室)部門、中央

滅菌部門といった中央診療機能の強化に加え、サービス需要の増大する周産期医療サービ

スへの対応として分娩部門、NICU(Neonatal Intensive Care Unit: 新生児集中治療室)部門、

産科/婦人科病棟の整備を行う。整備対象のマグウェイ総合病院は、マグウェイ医科大学の

教育病院として指定されており、ハウスオフイサー（MBBS: Medicine Bachelor and 
Bachelor of Surgery: 内科及び外科学士取得後 1 年目の研修医）、一般医、PGD（Post 
Graduate Doctor: 内科及び外科学士を終了した卒後医）あるいはレジストラー（登録医）

と呼ばれる修士コースに属する専門医の臨床実習指導や講義も実施している。 
本計画は、施設及び施設の稼動に必要な機材の整備を通じ、保健人材育成の環境や保健

医療サービスの質の向上に資する事を目的に実施されるものである。 
 

1-2 機材活用に係る現状と課題 
マグウェイ総合病院の医療機材維持管理は院内にいる医療機材管理責任者及び同チーム

あるいは保健・スポーツ省医療サービス局傘下の CMSD(Central Medical Stores Depot:中
央医療管理部、以下 CMSD と称す) が行うこととなっている。しかし彼らが修理できる範

囲は非常に限定的な内容に留まっている。また、CMSD の医療機材保守に係る活動は医療

従事者による日常点検などの動作確認や機能不全報告に依存している。現場の医療従事者

は機能不全が発生すると医療機材管理責任者及び同チームまたはオンコールで CMSD に修

理対応依頼をすることとなっている。CMSD によるそれらの修理が不可能な場合には代理

店に修理依頼を行うが、病院と代理店との間には年間保守管理契約がないことから、代理

店の技師派遣が遅れ、結果として医療サービスの提供に支障をきたしているのが現状であ

る。 
 

                                                  
1 マグウェイ総合病院「病院統計」より 
2 マグウェイ総合病院「病院統計」より 



2 
 

（1） 中央医療管理部（CMSD）及び院内の保守管理体制の現状 
 従来、機材保守管理における各関係者の役割が明確でなく、エンドユーザーである医師、

看護師あるいはコメディカルに委ねられており、彼らが日常点検など使用前の動作確認を

行い、安全に使用できる機器か否かの確認及び管理を行っている。併せて、人工呼吸器の

呼吸回路のような交換部品、輸液セットなどの消耗品の管理も行っている。医療機材の機

能不全が生じた際には、院長室を通じて CMSD あるいは民間代理店に修理依頼をしていた。

病院と代理店の間には年間保守管理契約が締結されておらず、院長などの病院運営管理責

任者は、特に、高度保守管理が求められる医療機材の保守管理契約の必要性は認識してい

るものの、その業務範囲、必要条件の設定などの知識を十分に有していない。 
 2016 年 7 月に入手した情報によると、マグウェイ総合病院には新たに 3 名のエンジニア

（土木、電気、水）が保健・スポーツ省から配属、常駐の上、施設及び機材の保守管理業

務にあたることになっている。しかしながら、彼らのほとんどは工学系の大学を卒業して

間もなく、医療機材の保守管理経験を有していない。 
CMSD はチーフエンジニアを中心に、アシスタントエンジニア、電気工などを含め、計

6 名が在籍している。ミャンマー国の医療機材保守は、マグウェイ総合病院など地方病院を

含め、CMSD が中心となって保守を実践してきた。2012 年以前は、トップレファラル病院

であっても、比較的取り扱いが容易な一般医療機器しか保有していなかったため、CMSD
の技術レベルは、酸素濃縮器、酸素中央配管、高圧蒸気滅菌器、吸引器など基本的な医療

機器に関する軽微な機能不全にしか対応していなかった。また、CMSD では、医療機材の

管理ツールがないため、病院からの修理依頼が来るまでは行動を起こす事が出来ない状況

にあった。 
2012 年以降、保健・スポーツ省による医療機材の大規模調達に伴い、マグウェイ総合病

院を含む州病院レベルでも MRI や CT スキャナーの導入が進んでいる。これらの高度な医

療機材のメーカーは、各メーカー本部所在国における PL 法（製造物責任法）に対応するた

め、自社の訓練を受けた技術者（以下、「有資格技術者」と称す）だけが機材の点検・修理

等の保守を行うことができるとしていることがほとんどである。したがって、有資格技術

者ではない CMSD のエンジニアは、深刻な機能不全への対応や定期点検の実施をすること

が出来ない。 
今後、CMSD は医療機材の「調達や保守管理業務を一括して実施する医療サービス局の

総括部署」として、各病院の関係者と連携しながら、機材の稼動状況の一元管理を図り、

機能不全が多く修理金額が嵩む機材の更新計画を立案し、機材を長く良い状態で使用する

ことが求められている。また、個々の病院の機材の稼働状況を遠隔でも確認する調達機材

管理データベースをもとに、積極的な予防メンテナンス活動などを行うことが求められて

いる。併せて、病院運営管理責任者は、代理店との年間保守管理契約締結のための業務範

囲、必要条件の設定などの知識を強化する必要がある。 
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（2） メーカー代理店の保守管理に係る現状 
 マグウェイ総合病院へのサービスは、メーカーが代理店契約を締結しているヤンゴン所

在の代理店あるいはマンダレーにある代理店がオンコールで実施している。代理店の技術

者は、メーカー本社あるいはシンガポール、タイなど隣国の代理店でトレーニングを受け

た有資格者であるため、ある程度の機能不全には対応が可能である。ヤンゴンの代理店を

中心として、マンダレー、ネピドーなど第三次医療施設がある中核都市には支店を設けて

いるケースもあり、マグウェイ総合病院にはマンダレーの代理店からサービスを提供して

いるメーカーも存在している。 
 しかしながら、マグウェイ総合病院をはじめとする公的医療施設は代理店と年間保守管

理契約 3を締結していないことから、機能不全が発生した際にその都度オンコールで修理依

頼をしている。オンコールで修理依頼を受けた場合、技術者が直ぐに対応できる状況にな

い場合には、代理店が契約を締結している民間病院などへの修理対応を優先する場合もあ

る。 
 年間保守契約の中には、機材定期点検も含まれる。通常定期点検を受けている機材は、

交換部品の交換が適切に行われ、代理店も個別の機器の状況を十分に把握できているため、

機能不全が生じにくいか、生じたとしてもその対応が容易である。しかしながら、マグウ

ェイ総合病院の機材は保守契約を締結していないことから、定期点検も受けておらず、機

能不全がより深刻化することもある。 
 このような状況を改善するためには、病院は臨床科ごとに優先的に保守管理契約を締結

すべき機材を選択し、これら維持管理に係る予算を集計・計上し、代理店との間に年間保

守管理契約を締結できるように準備をする必要がある。 
 
（3） 調達医療機材活用に係る現状 
 マグウェイ総合病院の医療従事者は、既存機材に対する操作・活用の知識を十分に持っ

ており、個別機材を活用した臨床経験も豊富である。 
 したがって、操作は問題なく行うことができるものの、機材の経年劣化による不調を毎

日の日常点検の実施を通じて事前に把握し、予防措置を取るといった予防メンテナンスは

十分でない。現在、各臨床科の病棟、手術室及び分娩部門などでは機器の日常点検を目視

などで実施しているものの、帳票に記録をつけることなどは行っていない。このため、人

によって点検項目や、点検の方法が変わる等標準化された点検が実施されていない。また、

次のシフトの看護師に機材の状態を申し送りするのも口頭のみとなっており、正確に伝え

ることが困難な状況となっている。更に、上述のように、代理店の有資格者による点検を

定期的に受ける体制にないため、必要な交換部品の交換など、代理店を通じた予防メンテ

ナンス活動も十分に行われていない。 

                                                  
3 医療機材の保守管理契約は病院が保健・スポーツ省に予算申請し、メーカー代理店と締結する。契約形

態は、交換部品費を含む包括的保守管理契約と、修理サービスのみの年間保守管理契約の 2 種類がある。 
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 無償資金協力事業で調達される医療機材は、調達業者またはメーカーによる初期操作指

導が行われるが、供給業者が機材引渡し時に行う初期操作指導では一つの機種に対して一

回の研修を 20 分から最大で 60 分程度しか実施せず、内容も操作指導が大半を占めている

ため、全てのエンドユーザーが日常点検方法、トラブルシューティング方法含め詳細に身

につけることは困難である。今後、調達医療機材を長く良い状態で使用していくためには、

供給業者による初期操作指導の範囲内ではカバーしきれない日常点検、トラブルシューテ

ィング及び定期点検など予防メンテナンス活動の強化を行うことが重要である。 
 
（4） 機材活用に係る課題分析 
 前項（1）～（3）を踏まえ、本計画を円滑に立ち上げ、調達機材の持続可能性を確保す

るに際し、以下 3 点の課題が挙げられる。 
 

① CMSD 及び病院運営管理責任者（院長、副院長）が機材の稼動状況を管理できて

いないため、個別機材の故障状況の把握に時間がかかっている。 
② 病院及び保守管理を担当する CMSD が保守管理契約締結のために必要な知識を有

しておらず、また院内で年間保守管理契約を締結するための予算化ができていない

ため、適切な年間保守管理契約が締結できておらず、機材の機能不全による医療サ

ービスの中断が生じている。 
③ 日常点検、定期点検などの予防メンテナンス活動が定まった方法で実施されていな

いため、機能不全が深刻化し、従って、耐用年数も短くなる傾向にある。 
 

2. ソフトコンポーネントの目標 
マグウェイ総合病院へ調達する医療機材を、医療機材管理責任者及び維持管理チームが

中心となって、機材管理データベースで管理することにより、機材の稼動・不稼動状況な

どが個別に管理できるようになる。また、一定の質を確保した医療サービスを安定的に供

給するために、日常点検・定期点検の実施など、予防メンテナンス活動が行えるようにな

る。なお、最終的には、臨床上の重要度に応じ年間保守管理契約が締結され、機材の不稼

働時間が減少し、継続的に医療サービスが提供される必要がある。 
また、CMSD はマグウェイ総合病院など地方病院の医療機材管理責任者が実施するメン

テナンス活動をオンコールでサポート、管理することから、地方病院が実施するそれらの

活動（とくに方法や体制）について理解を深め、CMSD として円滑で効率的なメンテナン

ス活動を管理できるようになることを目標とする。 
 
3. ソフトコンポーネントの成果 
3.1 医療機材管理責任者とそのチーム及び CMSD、院長など病院責任者が機材の管理デー

タベースに記された機材の稼動、不稼動状況を閲覧あるいは管理し、機能不全頻度の高い
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機材の更新計画を進めることが可能となる。 
3.2 保守契約の種類、契約内容、必要条件について、病院側の知識が向上し、最終的には

優先度の高い医療機材の保守管理契約が締結される。また、締結された保守管理契約が適

切に活用され、機器ごとの定期点検や機能不全発生時の対応がなされる。 
3.3 エンドユーザーによる日常点検、代理店のエンジニアによる定期点検などの予防メン

テナンス活動の実施を通じ、機材がより安全な状態で長期間使用可能となる。 
3.4 医療機材維持管理に関わる各人の職務分掌（病院運営管理責任者、医療機材管理責任

者と同チーム、CMSD、エンドユーザーなど）が明確になり、機材の機能不全が早期に発

見され、早期に修理される。 
 
4. 成果達成確認方法 
 成果達成度は以下の方法で確認するものとする。 

表 1 成果達成度の確認方法 
成果達成度の確認方法 「ソフトコンポーネントの

成果」で該当する項目 
（1）技能習熟度にかかる筆記試験 3.1、3.2、3.3 
（2）フォーマットを用いた日常点検実施状況 3.3 
（3）調達機材管理データベースの運用（更新）状況 3.1 
（4）交換部品、消耗品の調達計画書 3.1 
（5）代理店との年間保守契約の締結状況（定期点検含む） 3.2 
（6）年間保守費の予算計画、申請状況 3.1、3.2 
（7）機能不全発生時修理フロー 3.4 
（8）医療機材維持管理マニュアル 3.4 
 
5．ソフトコンポーネントの活動〔投入計画〕 
本ソフトコンポーネントにおける活動計画は、以下の 3 回のセッションに分けて実施す

る。なお、3 回に分けて実施する理由は、下記のとおり。 
① 医療従事者は機材を実際に臨床現場で使用してからでないと維持管理方法の不明点が

明確にならない。 
② 習得した予防メンテナンス活動用の帳票（例：日常点検票）などは実際に使用を開始

してみないと運用上の問題点、疑問点が明確にならず、実際に運用できるようになら

ない。 
③ 保守管理契約締結交渉（本計画は保守管理契約を付帯しない）は無償保証期間失効直

前に行われるため、適切な交渉時期も含めた指導が望ましい。また、契約内容を選択

するに際しては、機器の使用実績も併せて確認する。 
 
また、本ソフトコンポーネントの対象者は、マグウェイ総合病院では病院運営管理責任

者（院長、副院長）、機器供与対象のエンドユーザー（医師、看護師、コメディカル）、医

療機材管理責任者及び同チームとする。同病院の保守サービス（とくに修理）を行う組織
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である CMSD の技術者も対象とする。実施場所はマグウェイ総合病院とする。 
投入計画は表 2 のとおり。なお、マグウェイ総合病院での実践内容を画像もしくは動画

として編集し、この内容がヤンゴンの CMSD 本部勤務者にも一定の知見・技術として定着

しうるよう、配慮する。 
 

表 2 ソフトコンポーネント活動（投入計画） 

セッション 成

果
投入内容 主な対象 

実施時期 
病院 CMSD 

第 1 
セッション 

3.1 調達機材管理責任者と同チーム及

び各臨床科による機材管理データ

ベースの作成と管理方法 
○ ○* 

機材据付の 2
週間前から

開始 
 
*CMSD は機

材管理デー

タベースに

よる管理方

法のみ指導

（情報共有）

個別機材の管理帳票（調達年、メ

ーカー、モデル名、機能不全履歴

記録、定期点検記録）作成 
○  

3.2
3.3

日常点検のポイント、日常点検帳

票の運用方法指導 ○ ○ 

保守管理契約の種類、必要条件（内

容）、金額設定などの指導 ○ ○ 

機器ごとの定期点検実施回数と内

容 ○ ○ 

機器ごとの消耗品購入計画立案方

法指導 ○ ○ 

第 2 
セッション 

3.1
3.2
3.3

第 1 セッションで作成、整備した

各種帳票を用いての実施研修（シ

ュミレーション）及び課題の抽出、

改善方法の指導 

○  機材据付完

了約 6ヵ月後

に実施 
交換部品、消耗品の使用実績調査

と調達計画の策定 ○ ○ 

第 3 
セッション 

3.4 各種帳票を用いて実施されている

維持管理方法をレビュー、課題の

抽出、改善方法を指導する。また

管理台帳を用いて消耗品・交換部

品等の調達計画策定のための指導

を行う。 

○ ○ 

機材配備完

了約 11 ヵ月

後（製造保証

期限終了の

１ヵ月前）に

実施 

医療機材保守に関する CMSD も

含めた各人の職務分掌の明確化、

職務分掌の基づく医療機材保守の

実践 

○ ○ 

保証期間内の修理対応への助言と

保守管理契約の促進と助言 ○ ○ 

保守管理契約締結後の契約内容活

用についてのアドバイス ○ ○ 
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セッション 成

果
投入内容 主な対象 

実施時期 
病院 CMSD 

医療機材維持管理マニュアルの策

定、無償保証期間中、保証期間外

の機能不全発生時の対応方法の違

いを周知する。 

○ ○ 

 
加えて、現在の CMSD の役割の一つとして、医療機材の調達及び各医療施設への納入が

ある。CMSD では交換部品及び消耗品を機器本体と同時に納入するが、各病院の消耗品等

の使用状況、在庫状況が把握できておらず、各病院による交換部品及び消耗品の適切な購

入、管理計画が立てられていない。このため、CMSD は調達時の各機器の交換部品及び消

耗品の値段、購入先を病院側に伝え、予算計画が立てられるようにする責務がある。CMSD
には機材の維持管理の全体のプロセスを理解し、システムを構築し、管理することが期待

されているため、表 2 に挙げた 3.3 及び 3.4 にかかる指導を CMSD に対して行うことは重

要であると思料する。 
 
6. ソフトコンポーネント講師 
 ミャンマーではバイオメディカル技師の国家試験制度はなく、上記投入内容を円滑に実

施できるような現地リソースを任命・活用することは困難である。このため、ソフトコン

ポーネント講師としては医療機材の安全な使用と維持管理方法について包括的な知識、実

務経験、マネジメント経験を有する人材を本邦から派遣し、日本の医療現場で実践されて

いる医療機材維持管理の方法を土台に指導する。また、ソフトコンポーネントの効果をよ

り高め、将来的に投入の成果の定着、継続を図るためには、対象者や対象病院の現状につ

いて把握し、教育内容・教材に随時反映することが肝要である。派遣要員としては、以下

を計画する。 
 
 院内機材維持管理指導 （1 名）： 

医療機材の保守管理及び途上国の医療現場での業務従事経験を有する者 
 指導補助・研修監理（1 名）： 

ソフコン教材の作成、参加者の名簿作成等のロジ、ソフコン実施中の教材の改良や

新たな教材作成（とくに動画・画像の編集作業）が可能な者 
  
なお、現地の医療従事者は医師を除き、英語の理解力が乏しいことから、研修効果を向

上させるために英語－ミャンマー語の通訳を必要期間、雇用する計画とする。 
 
 
7. ソフトコンポーネントの実施工程 
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本ソフトコンポーネントは、準備期間も含め、開始から完了まで約 13.7 ヵ月を要する。 
 
7-1 現地業務 
第 1 セッションは機材据付の 2 週間前から開始、0.93 ヵ月を要する。第 2 セッションは

機材据付完了 6 ヵ月後から開始、0.70 ヵ月を要する。第 3 セッションは機材据付完了 11 ヵ

月後から開始、0.70 ヵ月を要する。 
 
7-2 国内業務 
本ソフトコンポーネントの内容を充実させ、成果達成を確実なものとするためには、セ

ッションごとに入念な準備が必要となる。また、セッション後にはより良い技術の定着を

目的に、研修実施内容や結果の解析を経て課題を抽出し、翌セッションの構成や教材、試

験内容等の見直しを行う。したがって、進捗報告や完了届作成にかかる業務も含め、各セ

ッションの準備・報告書作成期間は下表のとおり。 
 

ソフトコンポーネント業務実施工程（案） 

 
 
8. ソフトコンポーネントの成果品 
 ソフトコンポーネント実施の成果品として、以下を提出する。 

成果達成度の確認方法 
（1）技能習熟度にかかる筆記試験の結果
（2）定期フォーマットを用いた日常点検実施状況
（3）機材管理データベースの運用（更新）状況
（4）交換部品、消耗品の調達計画書
（5）代理店との年間保守契約の締結書（案）（定期点検を含む）
（6）指導に用いたプレゼンテーション資料、動画
（7）医療機材維持管理マニュアル

  
 
 
なお、病院が保健・スポーツ省に提出する年間保守費については、（4）と（5）の提出が

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
機器製作図確認・照合 　

機材製造

出荷前検査・船積み前照合検査照合

海上輸送

通関手続き・内陸輸送

据付・調整・初期操作指導

準備 報告

準備 報告書作成

準備 報告書作成

準備 報告書作成

国内業務 現地業務

調達監理

ソ

フ

ト

コ

ン

ポ
ー

ネ

ン

ト

第1セッション

第2セッション

第3セッション

月数

0.100.200.93

現地業務

(MM)

0.050.150.70

0.050.100.70

国内業務(MM)

（計9.2ヵ月）

（計13.7ヵ月）
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あれば内容を網羅することが出来ると考える。網羅できない内容の場合には、別途提出を

依頼する。 
 
9. 相手国実施機関の責務 
9-1 本ソフトコンポーネント実施にかかる相手国責務 
· マグウェイ総合病院は、研修受講者となる医師、看護師、コメディカル（ラボテクニ

ンシャン、放射線技師）、医療機材管理責任者及び同チーム、電気工などが研修に出席

できるよう、調整を行う必要がある。 
· CMSD が医療機材の調達や保守管理業務を一括して実施することを勘案すると、本ソ

フトコンポーネントの指導内容を一貫して把握、理解し、CMSD 内での定着を図るこ

とが不可欠である。このため、CMSD からは少なくとも 2 名が全セッションに参加す

ることが可能なよう、調整することが望まれる。 
 
9-2 医療機材維持管理にかかる相手国責務 
本ソフトコンポーネントで実践指導された内容をマグウェイ総合病院が実践するために

は、年間保守管理契約費や消耗品・交換部品などの保守費・ランニングコストを確実に手

当する必要がある。また、保健・スポーツ省は本無償資金協力事業で建設された施設が開

院するまでに、病院専任の医療機材保守管理技術者を任命、配置する必要がある。 
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GEO-FRIENDS
Engineering and Construction Co.,Ltd.

Issue Date:01.02.14

Effective Date:01.03.14

Issue No.:1.0

Pump Well TW No.1 Pumping Started 6:00 AM Ground Water Survey 

Well Diameter 6" Duration for Q 6 seconds Magway General Hospital,Magway

Drilled Depth 250 feet Discharge Rate 13638.27 L/h (or) 327.27 m
3
/d Zaw Min Than

Screen Depth 40' Pump Type (Submersible Pump) 9.04.16

Static Water Level 13.07 m Pumping Stopped 8:00 AM

Top of Casing 2 inch Tank 5 gallon
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Depth to water level from
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機材
番号

機材名
合計
数量

救急
部⾨

ICU
新⽣児

ユニット
⼿術
部⾨

滅菌
部⾨

臨床検査
部⾨

(既存建物）

産科病棟・
婦⼈科病棟

分娩
部⾨

1 外科⽤椅⼦ 3 3

2 ⿇酔器（⼈⼯呼吸器付） 3 3

3 ⻩疸計（遠⼼分離機付） 1 1

4 ⾎液ガス分析装置 1 1

5 輸⾎⽤冷蔵庫 1 1

6 無影灯A（2灯式、カメラ・モニター付） 1 1

7 無影灯B（2灯式） 2 2

8 中央患者監視装置 3 1 1 1

9 CPAP装置 4 4

10 胎児⼼拍陣痛計 5 2 3

11 除細動装置 4 1 1 1 1

12 分娩台 4 4

13 診断セット 15 3 2 10

14 ⼼電計 4 2 2

15 電気メス 3 3

16 ELISA装置 1 1

17 救急トロリー 5 2 1 2

18 検診ベッド 2 2

19 検診灯 5 3 2

20 胎児ドップラー 3 1 2

21 ⼿術室⽤⼿洗い装置 2 2

22 ⾼圧蒸気滅菌器M 1 1

23 ⾼圧蒸気滅菌器S 1 1

24 ICUベッド 4 4

25 閉鎖型保育器 6 6

26 開放型保育器 6 6

27 輸液ポンプ 36 4 8 3 18 3

28 点滴スタンド 43 3 36 4

29 医療器具保管庫 6 3 2 1

30 医療器具カート 6 2 4

31 器械台⾞ 3 3

32 陣痛ベッド 6 6

33 喉頭鏡 6 2 1 3

34 リネンカート 3 3

35 低圧持続吸引器 6 6

36 薬品保管庫 3 1 1 1

37 薬品ラック 1 1

38 薬品トロリー 2 2

7-4 機材配備表　マグウェイ総合病院



機材
番号

機材名
合計
数量

救急
部⾨

ICU
新⽣児

ユニット
⼿術
部⾨

滅菌
部⾨

臨床検査
部⾨

(既存建物）

産科病棟・
婦⼈科病棟

分娩
部⾨

39 移動式X線装置 1 1

40 産婦⼈科検診台 6 4 2

41 ⼿術台A（⼿動油圧式） 2 2

42 ⼿術台B（電動油圧式） 1 1

43 酸素濃縮機 2 1 1

44 酸素流量計及び加湿器 29 4 12 3 10

45 酸素吸⼊セット 4 2 2

46 患者監視装置A（標準測定項⽬） 32 11 4 5 10 2

47 患者監視装置B（標準測定項⽬＋EtCO2） 1 1

48 患者監視装置C（新⽣児⽤） 4 4

49 医薬品冷蔵庫 4 1 3

50 光線治療器A(上から照射) 5 5

51 光線治療器B（上下照射） 1 1

52 回復ベッド 15 7 3 5

53 ストレッチャー 7 6 1

54 吸引器 29 3 2 3 18 3

55 シリンジポンプ 17 4 10 3

56 経⽪⻩疸濃度測定器 1 1

57 超⾳波ネブライザー 3 3

58 超⾳波診断装置 1 1

59 移動式超⾳波診断装置 1 1

60 静脈ファインダー 3 3

61 ⼈⼯呼吸器 5 1 4

62 ⾞椅⼦ 4 1 2 1

63 UPS (1.0kVA) 3 1 1 1

64 UPS (2.0kVA) 2 1 1
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